～全身の健康づくりは、お口の健康から～
丸亀市民の歯と口腔の健康づくり推進条例 ができました
　　　　　歯と口腔の健康は、食べる喜びや話す楽しみなど、豊かな生活を送るために欠かすことのできないものです。

また、虫歯や歯周病の予防だけでなく、子どもの健やかな成長・生活習慣病の予防・介護予防・食育の推進などにもつながります。
　　　　　市では、生涯にわたる歯と口腔の健康づくりを推進し、市民の皆さんの健康保持と増進を目的とした『丸亀市民の歯と口腔の健
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康づくり推進条例』を施行しました。
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　　連携して、市民の歯と口腔の　　　　　　生涯にわたり、自らの歯と口腔の健康づくりに　　　　　　市民の歯と口腔の健康づくりに関する

健康づくりを推進　　　　　　　　　　　積極的に取り組む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合的な施策を実施

　 
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この条例では、それぞれの立場ごとに役割と責務をもって取り組むことを定めています（第3条～第6条）








とり奉行　骨付きじゅうじゅう





近年、歯と口腔の健康は、全身の健康にも関係が深いことが統計的に分かってきました。


歯の数が少ないほど、また歯周病が重度な人ほど全身にかかる医療費が高くなっています。


市民は、歯と口腔だけでなく、全身の健康のために、歯と口腔の健康が大切なことを知って、日ごろから自ら進んで歯と口腔の健康づくりに取り組むことが責務となります。








市では、それぞれの年代や状況に応じた歯と口腔の健康づくりに取り組みます。


・8020運動の推進（※満80歳で自分の歯を20本以上残すことを目的にした運動）


・食育とあわせた歯と口腔の健康づくり推進


・フッ化物を用いた効果的な虫歯予防の推進


など








指導又は支援すべき立場にある歯科医師など関係者は、それぞれの分野において重要な役割を担っていることから、連携することで、歯科口腔保健の推進に関する施策の実効性を高めることができます。








